
長流川(壮瞥町)水害タイムライン第1回検討会

< 開催概要 >

１．開催日時 令和8年2月27日(金) 8:50～14:40

２．開催場所 壮瞥町保健福祉センター集団検診室

３．構成員 【アドバイザー】松尾一郎東京大学大学院情報学環総合防災情報研究センター客員教
授（検討会座長）、中津川誠室蘭工業大学大学院工学研究科教授、日本気象予報士
会北海道支部志田昌之気象防災アドバイザー

【参加機関】室蘭地方気象台、北海道胆振総合振興局地域創生部、北海道胆振総合振
興局室蘭建設管理部、壮瞥町、西胆振行政事務組合消防本部、西胆振行政事務組合
伊達消防署壮瞥消防支署、伊達警察署

【事務局】壮瞥町、北海道胆振総合振興局室蘭建設管理部

【オブザーバー】北海道開発局室蘭開発建設部、北海道総務部危機対策局危機対策課、
北海道建設部建設政策局、伊達市、洞爺湖町、豊浦町

胆振地方の二級河川長流川の中流域に位置する壮瞥町において、大雨が降った際の住民の安全確保を
目的に、流域の防災関係機関による対応や連携事項を時間軸で整理する「長流川(壮瞥町)水害タイムラ
イン第1回検討会」を開催しました。

長流川の河川整備状況や洪水が発生するような大雨警戒時のシナリオについて参加機関で認識共有を
図ったうえで、総括グループ、住民対応グループ、防災活動グループに分かれてグループワークを行い、
大雨警戒時の防災行動や対応上の課題などについて整理、意見交換を行いました。

長流川について 【説明】室蘭建設管理部

令和7年11月に実施した勉強会および現地確認においてアドバイ
ザーや関係機関から挙げられた質問等に対し、室蘭建設管理部治
水課の池田主査から資料に基づいて説明を行いました。長流川の
流下能力や河岸侵食リスク、河床低下の状況に関する説明ととも
に、近年で最も流量が大きくなった平成29年9月の降雨を参考に気
候変動を考慮した場合に想定される水位波形を用いて、タイムラ
イン検討で重要となる水位上昇のシナリオを説明しました。
参加者からは、国道の橋脚撤去による流下能力への影響や河川

改修事業完了の見込み、想定最大規模洪水と今回のシナリオとの
比較等に関する質問が挙げられ、意見交換が行われました。



鵡川・沙流川におけるタイムライン検討の経緯について 【説明】室蘭開発建設部

オブザーバー参加の北海道開発局室蘭開発建設部治水課の法村上席治水専
門官から、先行事例である鵡川および沙流川のタイムライン検討経緯につい
て説明していただきました。策定後の定期的な運用訓練の実施、運用補助
ツール及びコミュニティタイムラインの作成について紹介され、質疑応答の
中では、毎年タイムラインを運用し続けることが重要であるとの助言をいた
だきました。

グループワーク

検討会の後半は、参加者を総括グループ、住民対応
グループ、防災活動グループに分けて、それぞれの機
関が行う防災行動を時間軸で整理し、対応上の課題な
どを出し合って、グループ内で話し合いを行いました。
グループワーク終了後には、各グループの代表者から
グループワークの結果を発表して、参加者全体で共有
しました。
整理した行動項目や課題は事務局で取りまとめ、今

後の検討会においてさらに精査することにしています。

意思決定トリガーの説明 【説明】壮瞥町

壮瞥町総務課の植田主幹から、タイムラインステージの案について説明を行
いました。タイムラインステージは水害対応時の危機感を関係機関が共有する
ために設定するもので、各ステージ内でとられる壮瞥町の体制やステージ移行
の基準とするトリガー情報などについてのたたき台として説明し、アドバイ
ザーや参加機関との活発な意見交換が行われました。意思決定トリガーは今後
も継続的に検討し、実効性のある内容へと改善していくこととしました。

座長・アドバイザーからの講評

検討会の最後に、松尾座長、中津川アドバイザー、志田アドバイザー
から、それぞれ講評をいただきました。松尾座長からは「タイムライン
は災害時に行政・関係機関・地域住民が同じ情報と判断基準を共有して
犠牲者ゼロを実現するための共通項行動計画として位置づけられるべき
である」、中津川アドバイザーからは「自分たちが災害時に何を担うの
かという普段は意識されにくい役割が明確化され、有意義な効果が得ら
れている」、志田アドバイザーからは「他機関の動きを理解できていく
ことがこの検討会の重要な成果となる」という評価とともに、今後の検
討に向けた期待の言葉と助言をいただきました。

住民との懇談（2月26日14:00～16:20：蟠渓ふれあいセンター）

第1回検討会の前日には、壮瞥町の蟠渓
ふれあいセンターにおいて、滝之町、久
保内、蟠渓地区の自治会長や住民の皆様
と、田鍋壮瞥町長、検討会の座長・アド
バイザーおよび事務局による情報提供・
懇談を行いました。
参加された住民からは、過去の水害の

経験や自宅周辺の危険箇所に関する意見
や指摘が寄せられ、今後は各地区で水害
時にどのように行動するか整理検討する
必要があるとの認識が共有されました。

【講評】松尾座長、中津川アドバイザー、志田アドバイザー


